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本実験では，シュリーレン法を用いた音波の光学可視化を行った．音波発生源として，超音速ジェッ

トと共鳴管からなるハルトマンジェネレータ（以下「HG」と略称）を使用した．HG を用いることで，
高振幅で特定の周波数の音波を無指向で発生させることができる．こうして形成される音場に、吸音壁
や吸音壁を有するダクトを配置した．音波が吸音壁を反射する様子や、ダクト内を伝播する様子をハイ
スピードカメラによって撮影した．実験は、自由音場中で吸音壁に音波を入射させるもの（実験 A）と
ダクト内に音波を導入して吸音部を通過させるもの（実験 B）の二種類とした． 
実験 A の模式図と結果を図１～3 に示す。HG から放射される音波は、遠方に配置した二種類の壁面

（剛壁と吸音壁）に斜めに入射する。ここで、吸音壁には発泡材の一種であるウレタンを用いた。画像
を比較すると、剛壁（Hard Wall）に対して吸音壁は、反射波中の輝度が弱められていることが確認され
た。画像には HGの特定離散周波数以外の広帯域成分が含まれており、画像処理 1)によって反射減衰の精
度向上が可能である。参考として、直接波や気流の影響のないところで、マイクロホンによる音圧計測
を行ったところ、特定周波数成分の反射音の軽減が確認され、画像の結果を裏付けている。 
実験 B の模式図と結果を図 4～6 に示す。ダクトは、20mm×45mm の矩形とし、全長 240mm で、両

側壁をガラスとし、ダクトの 20mm 幅をレーザー光が透過する構造とした。短辺の一部を剛壁から二種
類の吸音壁に変更できる構造（41mm×160mm）とした。剛壁並びに設計した共鳴型吸音壁では、ダクト
伝播する音波の減衰を画像からは観察できてない。前述の画像処理によって、特定周波数成分を抽出す
ることで伝播現象の把握ができる可能性はある。吸音壁をウレタン材としたケース（図 7）では、入射
波の軽減を示唆する結果となった。 
今後は、本実験の画像処理と音響のデータ解析を進める。加えて、吸音性能の定量的評価、メカニズ

ム検討、実験装置の改良設計を行う。 
 

 

 
Fig. 1 Exp. A 

 
Fig. 2 Hard wall 

 
Fig. 3 Urethane foam 

 

 

 
Fig. 4 Exp. B 

 
Fig. 5 Hard wall 

 
Fig. 6 Helmholtz resonator Fig. 7 Urethane foam 
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